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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 4,469 80.1 355 89.6 449 149.5 322 85.3
24年3月期第2四半期 2,480 21.3 187 64.8 180 54.3 173 173.4

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 329百万円 （87.2％） 24年3月期第2四半期 175百万円 （296.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 3,744.61 3,639.17
24年3月期第2四半期 2,033.00 1,957.72

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 5,805 2,957 50.4
24年3月期 5,573 2,689 47.2
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  2,926百万円 24年3月期  2,632百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
(注)当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。なお、株式分割は平成24年４月１日を効力発生日としておりますの
で、平成24年３月期の期末配当金につきましては、株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。従いまして、株式分割前の株数を基準に記載してお
ります。また、平成25年３月期(予想)の期末配当金につきましては、株式分割後の影響を考慮して記載しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 1,500.00 1,500.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 500.00 500.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 42.1 700 34.2 850 53.7 600 41.2 7,009.26



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注)当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して
発行済株式(普通株式)を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ
さい。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 93,774 株 24年3月期 93,414 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 7,533 株 24年3月期 7,533 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 86,004 株 24年3月期2Q 85,504 株



   

   

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 ……………………………………………………………………………  3

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………………………  3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………  6

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  6

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  7

（３）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  8

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  8

（５）セグメント情報等 …………………………………………………………………………………………………  8

-1-

㈱豆蔵ホールディングス(3756)平成25年３月期　第２四半期決算短信



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、引き続き底堅さもみられるものの、世界景気の減速等を背

景として、このところ弱めの動きとなっている状況といえます。 

情報サービス産業では、第154回全国企業短期経済観測調査（日銀短観）によると、2012年度のソフトウエア投

資の計画額は、中堅・中小企業の非製造業では対前年比減少となるものの、大企業や中堅・中小企業の製造業で

は、依然として対前年比増加と堅調な投資意欲となっています。また、経済産業省の特定サービス産業動態統計

（８月分）によると、「受注ソフトウエア」については、ここ数ヶ月の間ほぼ売上高が前年同月を上回っており、

実投資にも表れてきているものと思われます。 

このような状況の下、当社グループは、技術力世界一を目指しつつ、最新のコンピュータ技術を駆使してお客

様企業の業務を変革する提案を行ってまいりました。大手企業様向け基幹システム再構築案件や、デジタルコンテ

ンツの暗号化、Android、iOS 関連案件といった技術的要求の高度な案件が引き続き好調でした。また、これらの

既存会社の業績拡大に加えて、昨年度に連結加入したアクシスソフト株式会社、ジェイエムテクノロジー株式会社

等と、持分法適用関連会社となった株式会社ジークホールディングス等が、当期より通年寄与となっています。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、4,469,075千円（前年同期比80.1％増）、営業利益

は、355,553千円（前年同期比89.6％増）となり、経常利益は、449,902千円（前年同期比149.5％増）、四半期純

利益は、322,052千円（前年同期比85.3％増）となりました。 

  

各セグメントの業績は次のとおりです。 

  

① 情報サービス事業 

情報サービス事業では、既存事業の業績拡大に加え、前連結会計年度の途中より連結対象となったアクシス

ソフト株式会社、ジェイエムテクノロジー株式会社等が当期より通年寄与となっています（当該会社は、下記の

ビジネス・ソリューション部門に含まれます。）。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、3,979,611千円（「セグメント間の内部売上高又は

振替高」を含まない外部顧客への売上高（以下同じ））（前年同期比60.4％増）となりました。 

以下では、情報サービス事業における売上高と概況を部門別に記載します。 

（ビジネス・ソリューション部門） 

大手事業法人向けの基幹システム再構築案件が引き続き堅調で、大型の新規引き合いも数件いただいてお

ります。また、デジタルコンテンツの著作権管理に係るコンサルティング、ソリューション提供も引き続き

好調です。さらに、クラウド化や、スマートフォンと連動したシステムの構築を多数手がけております。例

えば、メーカー企業様からは電化製品のスマートフォンを利用した遠隔操作、電子書籍、といった新たな商

品開発を多数いただいております。また、一般事業法人様からは、物販サイトや業務にスマートフォンを利

用するシステムといったものが好調でした。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、3,568,711千円(前年同期比68.8％増)となりま

した。 

（エンジニアリング・ソリューション部門） 

複写機などの精密機械向けのコンサルティングが好調です。また、デジタルコンテンツの暗号化に係る領

域においても堅調となっています。自動車関連では、ナビゲーションシステムの機能向上に関する研究、ス

マートフォンを利用した車載器機能強化の研究といった研究関連が好調です。さらには、スマートフォン自

体の品質向上のための開発プロセス改善、テストについての支援が好調です。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、273,461千円（前年同期比2.3％増）となりまし

た。 

（教育ソリューション部門） 

この数年、お客様企業の教育投資が低調でしたが、今年度は教育投資が回復の兆しを見せています。当社

グループもコースウエアに見直しをかけ準備を進めてまいりました。営業努力の甲斐もあり第１四半期に引

き続き好調となっています。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は137,438千円（前年同期比38.9％増）となりまし

た。 

  

② 半導体事業 

半導体事業では、日本の半導体メーカーの不振が響き、極めて厳しい状況にあります。ジェイエムテクノロ

ジー株式会社でも半導体工場の稼働が上がらず厳しい状況が続いてはいます。 

しかし、スマートフォンやタブレットPC等、最新の半導体を製造する工場にエンジニアを集中させるととも

１．当四半期決算に関する定性的情報
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に、長引く円高や海外生産シフトが続く半導体業界の再編を見据え、半導体製造装置の部品の修理・販売の

強化、耐震装置キットの販売に注力し挽回を懸命に図っております。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、489,464千円（前年同期は、連結未加入のため、前

年同期比較を行っておりません）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況  

① 資産 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、4.3％増加し、3,329,067千円となりました。これは、主として「現

金及び預金」が136,080千円増加したことなどによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、4.0％増加し、2,476,643千円となりました。これは、主として「投

資有価証券」が125,653千円増加したものの、「のれん」が58,956千円、投資その他の資産の「その他」に含ま

れる差入保証金が43,736千円減少したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、4.2％増加し、5,805,710千円となりました。 

② 負債 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、9.2％減少し、2,069,209千円となりました。これは、主として「短

期借入金」が100,000千円、「未払法人税等」が78,851千円減少したことなどによります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、28.8％増加し、778,771千円となりました。これは、主として「長

期借入金」が178,352千円増加したことなどによります。  

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、1.3％減少し、2,847,981千円となりました。 

③ 純資産 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて10.0％増加し、2,957,729千円となりました。これは、主として

「利益剰余金」に含まれる繰越利益剰余金が277,880千円増加したことなどによります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報  

 業績予想につきましては、平成24年11月７日に公表しました平成25年３月期の通期の業績予想に変更はありませ

んが、今後業績予想の数字に影響を及ぼす事態が生じた場合は、すみやかに開示を行います。 

   

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。この減価償却方法の

変更による影響額は軽微であります。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,494,205 1,630,286

受取手形及び売掛金 1,393,835 1,354,869

商品 4,661 6,433

仕掛品 84,012 123,002

その他 219,500 218,195

貸倒引当金 △3,870 △3,719

流動資産合計 3,192,345 3,329,067

固定資産   

有形固定資産 81,027 161,136

無形固定資産   

のれん 926,668 867,711

その他 125,713 130,121

無形固定資産合計 1,052,381 997,833

投資その他の資産   

投資有価証券 798,877 924,530

その他 508,302 452,346

貸倒引当金 △59,203 △59,203

投資その他の資産合計 1,247,976 1,317,673

固定資産合計 2,381,385 2,476,643

資産合計 5,573,731 5,805,710
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 358,058 304,101

短期借入金 980,000 880,000

1年内返済予定の長期借入金 161,472 233,400

未払法人税等 173,317 94,466

賞与引当金 44,128 74,403

その他の引当金 42,617 1,766

その他 520,483 481,072

流動負債合計 2,280,077 2,069,209

固定負債   

長期借入金 548,344 726,696

引当金 34,583 34,274

その他 21,578 17,801

固定負債合計 604,506 778,771

負債合計 2,884,583 2,847,981

純資産の部   

株主資本   

資本金 807,748 812,527

資本剰余金 1,191,268 1,196,047

利益剰余金 769,977 1,049,088

自己株式 △119,453 △119,453

株主資本合計 2,649,541 2,938,210

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △17,028 △12,610

為替換算調整勘定 △380 687

その他の包括利益累計額合計 △17,408 △11,923

新株予約権 37,268 31,442

少数株主持分 19,746 －

純資産合計 2,689,147 2,957,729

負債純資産合計 5,573,731 5,805,710
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

売上高 2,480,805 4,469,075

売上原価 1,722,077 3,157,276

売上総利益 758,728 1,311,799

販売費及び一般管理費 571,163 956,246

営業利益 187,565 355,553

営業外収益   

受取配当金 2,348 1,938

負ののれん償却額 3,802 3,802

持分法による投資利益 － 95,819

その他 3,104 6,808

営業外収益合計 9,255 108,369

営業外費用   

支払利息 6,211 10,657

持分法による投資損失 10,017 －

その他 264 3,362

営業外費用合計 16,492 14,019

経常利益 180,328 449,902

特別利益   

負ののれん発生益 42,842 7,052

段階取得に係る差益 6,814 －

新株予約権戻入益 870 2,956

その他 － 1,817

特別利益合計 50,527 11,825

特別損失   

役員退職慰労金 5,000 －

投資有価証券評価損 － 14,450

その他 7 3,801

特別損失合計 5,007 18,251

税金等調整前四半期純利益 225,848 443,477

法人税、住民税及び事業税 50,707 101,780

法人税等調整額 △6,190 17,994

法人税等合計 44,516 119,775

少数株主損益調整前四半期純利益 181,331 323,701

少数株主利益 7,501 1,649

四半期純利益 173,830 322,052
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 181,331 323,701

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,518 4,226

為替換算調整勘定 － 1,067

持分法適用会社に対する持分相当額 － 191

その他の包括利益合計 △5,518 5,485

四半期包括利益 175,813 329,186

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 168,312 327,537

少数株主に係る四半期包括利益 7,501 1,649
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 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

  前第３四半期連結会計期間末より、ジェイエムテクノロジー株式会社を取得したことにより、新たに「半

導体事業」を報告セグメントに追加しております。 

 そのため、前第２四半期連結会計期間において、当社グループは、情報化戦略の策定支援、情報化業務の

改革支援、システム受託開発、製品開発・販売、これらに関する各種業務等、ITソリューションに関する総

合的なサービス提供を事業内容としており、情報サービス単一事業であります。  

  したがいまして、開示対象となる報告セグメントはありませんので、記載を省略しております。  

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等の全社費用となっております。

   ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報

  

  

報告セグメント 

  
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注２） 
  

情報サービス 

事業 
半導体事業 計 

売上高    

外部顧客への売上高 3,979,611 489,464 4,469,075  － 4,469,075

セグメント間の内部売上高又は振替高 2,650 － 2,650  △2,650 －

計 3,982,261 489,464 4,471,725  △2,650 4,469,075

セグメント利益 653,084 37,321 690,405  △334,852 355,553
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